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戸
田
茂
睡

の
系
族

戸

勝

久

田

ー・

小
山
田
与
清
ハ
天
明
コ
一
年
生
〉
は
、
「
松
屋
筆
記
」
の
中
に
、
戸
田
茂
睡
伝
、
と
い
う
項
目
を
設
け
て
、
茂
睡
の
子
兎
周
の
記
し
た
由
緒
書
を
載
せ
て
い
る
。

円
以
文
で
あ
る
が
、
内
容
を
尊
重
す
る
の
で
左
に
引
用
す
る
。

祖
父
渡
辺
監
物
儀
三
州
田
原
之
城
主
戸
田
三
郎
右
衛
門
間
院
一
信
組
問
諒
哨
一
間
館
一
一
例
殿
弟
戸
田
与
五
右
衛
門
子
監
物
儀
合
徳
院
様
上
意
－
一
而
渡
辺
山
城

ゑ
語
頭
養
子
－
一
被
ニ
仰
付
一
山
城
守
監
物
父
子
雨
時
期
耐
震
詰
都
所
々
御
供
仕
候
大
坂
冬
御
陣
之
節
者
父
山
城
守
儀
者
伏
見
之
御
城
守
り
需
有
祖

父
監
物
儀
は
父
為
一
遍
代
－
御
預
ケ
之
大
御
番
衆
引
卒
一
備
之
御
先
手
被
－

h
付
一
翌
年
大
坂
夏
御
陣
之
節
者
御
旗
本
備
被
一
両
付
一
候
其
後
父
山
城
守
儀
駿
河
御

城
代
被
ニ
仰
付
－
組
共
』
一
在
番
仕
候
所
二
条
御
城
代
被
ニ
仰
付
一
江
川
之
地
ニ
市
新
規
－
一
七
千
石
被
ニ
下
置
一
候
監
物
儀
者
父
山
城
守
本
知
遠
州
蓑
原
－
一
市
六
千
石

被
－
一
下
置
－
候
其
上
父
跡
役
駿
河
御
城
代
弁
大
御
番
共
－
一
御
預
ケ
父
子
別
格
－
一
相
勤
申
候
然
所
寛
永
中
駿
河
大
納
言
忠
長
卿
江
駿
城
被
レ
進
候
節
松
平
壱
岐
守

渡
辺
監
物
大
御
番
組
共
－
一
大
納
言
様
江
被
レ
為
レ
付
候
其
後
上
州
高
崎
へ
御
移
之
節
御
附
人
之
面
々
其
外
之
者
迄
茂
所
々
江
御
預
－
一
成
候
監
物
儀
ハ
大
関
土
佐

守
駿
江
御
預
野
州
那
須
江
罷
越
候
議
好
弔
問
鵬
徳
一
概
慨
其
後
監
物
儀
被
レ
為
一
一
召
返
一
被
レ
下
様
一
家
之
者
共
奉
レ
願
候
所
病
気
付
終
－
一
死
去
仕
候
御
預
人

之
内
為
－
一
召
返
二
候
衆
茂
数
多
御
座
候
父
山
城
守
老
衰
仕
候
－
一
付
二
条
御
城
代
願
之
通
御
免
監
物
嫡
子
久
左
衛
門
儀
奉
レ
願
養
子
仕
江
州
之
七
千
石
無
－

h
違
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被
一
－
下
置
一
侯
一
缶
四
一
経
葉
山
研
一
鴇
一
輪
一
叫
肝
御
預
－
一
成
一
箆
げ
茂
右
衛
門
一
一
帯
判
事
監
物
病
死
以
後
一
夜
通
一
一
御
句
一
御
当
地
江
罷
出
隠
遁
仕
候
桃
山
－
一
江
一
戸
二

家
山
名
伊
一
見
守
渡
辺
平
十
郎
助
情
ニ
而
一
生
空
敷
病
死
仕
候
茂
右
衛
門
儀
本
多
中
務
大
輔
方
江
被
ニ
呼
出
－
少
知
被
二
宛
行
一
物
頭
役
相
勤
罷
在
候
所
拾
万
石
不

幸
之
節
致
＝
浪
人
一
候
糊
よ
り
本
多
肥
後
守
殿
酒
井
内
膳
殿
菅
沼
民
部
殿
情
一
一
一
間
罷
在
候
以
上

ハ
四
行
略
）

享
保
十
一
年
九
月

一
戸
田
茂
右
衛
門

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
茂
睡
の
家
系
で
あ
る
。
即
ち
茂
睡
の
父
監
物
忠
は
、
一
戸
田
与
五
右
衛
門
忠
勝
の
次
男
で
あ
っ
た
が
、
渡
辺
山
城
守
茂
の
養

子
と
な
っ
た
。
併
し
、
忠
の
妻
、
茂
睡
の
母
で
あ
る
人
は
、
大
沢
某
艇
の
娘
で
、
同
じ
く
渡
辺
茂
の
養
女
で
あ
っ
た

o

茂
睡
は
渡
辺
家
に
生
れ
た
が
、
渡
辺
氏

の
血
を
受
け
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
、
父
忠
の
兄
戸
田
政
次
の
養
子
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

茂
睡
が
伯
父
政
次
の
養
子
と
な
っ
た
年
代
に
就
い
て
は
、
「
戸
田
茂
睦
論
」
（
佐
々
木
信
網
・
大
正
二
年
〉
で
は
前
記
の
由
緒
書
に
依
っ
て
、
監
物
の
病
死

（
慶
安
元
年
〉
と
政
次
の
残
年
（
慶
安
ゴ
一
年
）
の
間
と
推
定
し
て
い
る
。
慶
安
二
年
に
茂
睡
は
数
え
て
廿
一
歳
で
あ
っ
た
。
少
く
と
も
こ
の
時
迄
に
、
彼
は
渡

辺
海
か
ら
戸
田
税
対
と
な
っ
た
。
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と
の
こ
つ
の
姓
名
が
、
彼
の
意
識
の
中
で
、
何
の
よ
う
な
比
率
を
占
め
て
い
た
か
、
考
え
て
み
る
と
、
ど
う
も
茂
睡
は
渡
辺
氏
の
人
と
し
て
、
生
き
て
い
た

よ
う
に
思
え
る
。
元
禄
十
年
六
十
九
歳
の
時
に
、
彼
は
、
「
重
代
三
文
之
銀
宝
銭
之
伝
来
、
当
渡
辺
家
之
紋
、
三
文
一
畏
銭
由
緒
」
、
と
い
う
も
の
を
書
い
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
奥
書
に
は
、
渡
辺
茂
右
衛
門
鴻
と
い
う
署
名
が
あ
る
。
（
戸
田
茂
睡
論
〉

渡
辺
氏
は
瑳
域
源
氏
だ
か
ら
、
始
祖
の
融
に
倣
っ
て
名
乗
に
一
宇
を
通
す
こ
と
が
一
伝
承
し
て
い
た
。
茂
睡
も
皐
逝
し
た
長
男
、
（
こ
の
人
は
渡
辺
姓
に
な
っ

て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
が
）
伊
右
衛
門
に
覚
と
い
う
一
字
名
を
与
え
て
い
る
。

茂
睡
の
養
父
戸
田
政
次
に
は
、
政
勝
と
い
う
実
子
が
あ
っ
た
。
政
次
も
駿
河
忠
長
の
家
臣
（
大
番
組
頭
）
で
あ
っ
た
が
、
忠
長
幽
閉
の
翌
年
、
寛
永
十
一
年

に
早
く
も
家
光
の
旗
本
（
一
二
百
石
〉
と
し
て
召
還
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
茂
腫
が
養
子
と
な
っ
た
の
は
、
世
に
出
る
方
便
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

「
近
世
名
家
書
画
談
」
、
〈
天
保
十
五
年
）
に
依
れ
ば
、
「
伯
父
の
厄
介
に
て
本
多
家
駄
に
仕
ふ
」
、
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
方
法
は
一
応
成
巧
し
た
よ
う
だ
。
併

し
こ
の
仕
官
は
、
震
障
に
と
っ
て
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
設
腫
が
本
多
家
で
食
ん
だ
禄
高
は
三
百
石
で
あ
る
。



つ
ま
り
、
こ
れ
が
当
時
の
茂
睡
の
家
格
に
な
ヮ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
伯
父
政
次
も
、
恐
ら
く
忠
長
の
も
と
で
は
数
千
石
の
知
行
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

再
び
家
光
に
召
抱
え
ら
れ
る
時
、
三
百
石
に
家
格
を
定
め
ら
れ
た
。
茂
睡
は
そ
の
政
次
の
養
子
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
三
百
石
で
致
方
が
な
い
の
だ
が
、
「
父

祖
の
家
業
の
十
分
の
一
に
も
お
よ
ば
じ
」
（
紫
の
一
本
・
天
和
三
年
）
と
云
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
「
松
屋
筆
記
」
由
緒
書
の
表
記
に
不
審
の
あ
る
の
は
、
本
多
氏
に
仕
え
た
の
は
子
の
茂
右
衛
門
即
ち
一
沼
周
だ
け
で
あ
っ
て
、
茂
睦
は
、
「
一
生
空

敷
」
、
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
或
は
、
「
空
敷
病
死
仕
候
」
の
次
の
、
「
茂
右
衛
門
」
も
茂
睦
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
多
家
に
は
、
中
務
大
輔
の
通
称
の
人
が
続
い
て
あ
る
か
ら
、
之
で
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
茂
睡
が
本
多
氏
に
仕
え
た
こ
と
は
、
動
か
せ
な
い
か
ら
、

活
周
も
本
多
家
の
目
だ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
当
主
の
名
乗
が
一
応
問
題
に
な
る
。

菅
政
友
（
文
政
七
年
生
）
は
、
「
近
世
名
家
書
画
談
」
、
の
中
務
大
輔
忠
困
説
を
否
定
し
て
、
そ
の
養
相
父
侍
従
政
勝
か
、
養
父
中
務
大
輔
政
長
の
頃
で
は

な
い
か
、
と
考
証
し
て
い
る
。
（
戸
田
茂
睡
翁
伝
〉
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
を
見
る
と
、
本
多
氏
は
、
千
姫
と
婚
姻
し
た
、
忠
務
大
輔
忠
刻
以
来
そ
の
相
続
関
係

は
、
輔
鎮
を
極
め
て
い
る
。

致
仕
し
た
年
代
は
、
山
東
京
山
の
寛
文
末
年
、
〈
茂
睡
考
）
「
書
画
談
」
の
延
宝
末
年
、
そ
し
て
由
緒
書
の
、
或
は
一
沼
周
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
拾
万

石
不
幸
之
節
」
で
あ
る
。
併
し
、
こ
の
前
後
、
本
多
氏
に
は
、
家
禄
十
万
石
高
で
あ
っ
た
人
が
い
な
い
。
只
、
不
幸
と
い
う
こ
と
を
と
っ
て
、
そ
れ
を
死
去
と

解
す
れ
ば
、
寛
文
十
一
年
に
、
政
勝
が
死
に
延
宝
七
年
に
政
長
が
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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同
じ
噴
、
本
多
家
に
は
、
政
勝
の
子
で
、
出
雲
守
政
利
と
い
う
人
が
い
て
、
延
宝
七
年
播
磨
明
石
で
六
万
石
を
与
え
ら
れ
た
が
、
天
和
二
年
、
家
政
よ
ろ
し

か
ら
ず
、
と
い
う
理
由
で
城
地
を
収
め
ら
れ
、
陸
奥
の
岩
瀬
へ
一
方
石
で
改
易
に
な
っ
た
。
そ
し
て
更
に
元
禄
六
年
領
地
を
没
収
さ
れ
る
。
之
は
何
れ
も
不
幸

と
い
う
言
葉
で
一
五
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
由
緒
書
の
本
多
肥
後
守
は
、
恐
ら
く
こ
の
政
利
の
弟
、
忠
英
を
指
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

何
れ
に
し
て
も
、
茂
陸
が
浪
人
し
た
直
接
の
動
機
は
、
主
の
死
去
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
茂
腫
は
文
筆
活
動
を
始
め
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
断
続

廿
三
年
に
亘
っ
て
記
さ
れ
た
「
御
当
代
記
」
が
延
宝
八
年
に
始
っ
て
い
る
の
は
、
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

由
緒
書
に
あ
る
、
明
瞭
な
誤
謬
は
、
「
三
川
田
原
之
城
主
戸
田
ゴ
一
郎
右
衛
門
」
、
と
い
う
個
所
で
あ
る
。
一
一

4

郎
右
衛
門
忠
次
は
、
茂
睦
の
大
伯
父
に
当
る
が
、

こ
め
人
は
、
物
め
三
州
大
津
で
七
百
質
文
、
（
室
町
の
末
は
、
一
石
－
貫
で
換
算
し
う
る
地
方
が
多
い

η

国
史
＋
八
辞
典U
の
ち
家
康
が
関
東
に
入
部
し
て
か
ら
、



下
回
五
千
石
に
封
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
「
田
原
之
城
主
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

尾
張
藩
の
、
「
武
家
命
令
究
事
」
を
見
る
と
、
寛
永
十
年
に
於
け
る
、
武
士
の
禄
高
に
応
じ
た
軍
役
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
即
ち
、
六
千
石
で
は
、

馬
上
八
騎
、
鉄
悔
十
八
挺
、
旗
四
本
、
長
柄
十
本
が
要
求
さ
れ
る
の
に
対
し
、
食
封
三
百
石
の
武
士
は
、
役
道
具
一
本
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
寛
文
十
年
の
覚
書

に
よ
る
と
、
武
士
の
供
廻
り
の
人
数
は
、
三
百
石
の
二
人
か
三
人
に
対
し
、
六
千
石
で
は
八
・
九
人
か
十
人
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

静
止
局
に
見
合
っ
た
、
茂
睡
と
父
の
忠
と
の
、
規
模
の
相
違
は
、
例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
併
し
三
百
石
は
、
必
ず
し
も
、
「
少
知
」
で
は
な

い
。
一
石
は
一
俵
ハ
三
斗
五
升
〉
に
換
算
さ
れ
る
と
し
て
、
三
百
名
は
玄
米
三
百
俵
ハ
約
百
石
）
に
当
り
、
一
石
一
両
の
割
で
百
両
の
年
収
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
ハ
石
井
良
助
〉

禄
高
が
多
け
れ
ば
、
反
対
給
付
と
し
て
の
軍
役
が
要
求
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
経
済
的
な
余
裕
に
大
き
な
聞
き
は
な
い
と
思
う
。
或
は
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、

民
士
と
し
て
の
規
模
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
金
銭
の
問
題
で
は
な
い
の
だ
。

武
士
と
し
て
の
意
識
の
中
で
、
寧
ろ
浪
々
の
身
上
に
な
る
こ
と
を
選
ば
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
の
に
違
い
な
い
。
「
名
を
も
と
む
る
事
の
過
た
る
と
云
は
、
智

も
な
く
尤
も
な
し
、
剛
名
も
な
け
れ
ば
徳
も
な
し
、
芸
も
な
く
工
夫
も
な
け
れ
ば
、
何
に
よ
っ
て
か
人
に
用
ひ
ら
れ
ん
や
、
人
に
用
ひ
ら
れ
ず
し
て
郷
児
に
腰

を
か
が
め
、
姦
謀
と
肩
を
な
ら
べ
て
は
、
わ
が
心
に
か
な
は
ず
、
む
し
ろ
一
日
た
り
と
も
利
欲
を
は
な
れ
て
、
の
が
れ
た
る
名
を
だ
に
残
さ
ん
事
を
お
も
ふ
」
、

と
、
「
紫
の
一
本
」
の
中
で
心
境
を
託
し
て
い
る
。

「
名
を
も
と
む
る
事
身
に
過
た
り
」
、
と
茂
腫
が
い
う
時
、
そ
れ
は
父
祖
の
業
に
対
し
て
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
名
を
も
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
と
め
て
得

ら
れ
な
か
っ
た
時
、
彼
は
六
無
斎
の
よ
う
な
事
を
云
っ
た
の
で
あ
る
。
茂
睡
に
ど
れ
程
の
武
芸
の
能
が
あ
っ
た
か
分
ら
な
い
が
、
既
に
時
代
は
、
番
方
か
ら
役

方
の
世
に
移
っ
て
い
る
。
「
御
当
代
記
」
の
筆
者
が
文
官
と
し
て
も
無
能
と
は
思
え
な
い
。

茂
睡
に
烈
々
の
武
士
の
気
蹴
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
日
暮
里
に
、
「
名
字
を
か
え
名
を
隠
し
て
住
」
む
も
の
に
、
「
さ
れ
ば
野
山
海
川
を
見
る
も
心
を
つ
け
、
か

ゃ
う
の
場
に
て
は
い
か
横
に
働
べ
し
と
思
察
す
れ
ば
、
詑
日
k
m町
長
知
長
の
大
小
、
さ
し
物
小
は
た
の
得
失
も
白
か
ら
知
ら
る
ベ
し
、
心
を
さ
ヘ
平
生
戦
場
生
死
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の
所
に
な
ら
は
か
し
て
落
着
た
る
は
、
敵
に
向
て
も
敵
の
う
ご
き
は
た
ら
き
疑
ひ
な
く
見
え
ぺ
し
、
此
疑
ひ
な
き
所
を
見
切
と
一
五
、
大
切
の
所
也
、
勇
剛
に
生

れ
つ
き
た
る
人
な
り
共
、
心
の
修
行
な
き
者
は
、
か
ゃ
う
の
所
は
な
ら
ぬ
物
也
一
と
武
士
の
心
懸
を
説
か
せ
て
い
る
こ
と
で
も
分
る
つ

之
ら
が
「
紫
の
一
本
」
の
江
戸
の
地
誌
で
あ
っ
て
、
ま
た
さ
う
で
な
い
所
だ
。
そ
の
序
に
、
「
春
は
上
野
の
花
に
酒
を
腰
に
し
て
、
日
の
短
き
事
を
お
も
ひ
、

秋
は
玉
川
の
水
に
茶
を
膝
に
し
て
、
・
夜
す
が
ら
友
と
か
た
る
」
。
そ
れ
は
、
「
遠
く
は
三
河
に
て
先
祖
の
働
き
討
死
の
合
戦
、
近
く
は
関
ケ
原
大
坂
に
て
、
親
祖

父
の
か
せ
ぎ
、
い
ひ
っ
た
え
書
置
し
武
士
の
心
懸
た
し
な
み
」
で
あ
っ
た
。

そ
れ
程
茂
睡
の
心
に
生
て
い
た
、
コ
一
河
の
武
士
を
彼
に
捨
て
さ
せ
た
も
の
は
、
由
緒
書
の
文
を
貸
り
れ
ば
、
「
駿
河
大
納
言
忠
長
」
の
「
上
州
高
崎
へ
御
移
」

り
と
い
う
出
来
事
に
起
因
し
て
い
る
。
寛
永
九
年
、
四
歳
の
時
に
、
茂
睡
の
武
士
と
し
て
の
運
命
は
決
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
「
天
の
う
す
き
を
以
て
生

ま
れ
た
る
ゆ
え
身
の
罪
な
ふ
し
て
御
旗
本
を
は
な
れ
」
（
紫
の
一
本
）
と
五
十
歳
を
過
ぎ
た
茂
睡
を
慨
嘆
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

自
分
に
ど
ん
な
才
能
が
あ
ろ
う
と
も
、
個
人
の
力
だ
け
で
は
、
「
姦
謀
と
一
肩
を
な
ら
ベ
」
な
い
限
り
そ
の
資
質
を
延
ば
す
べ
き
手
段
が
な
か
っ
た
の
だ
。
父

の
監
物
が
忠
長
の
罪
に
連
る
こ
と
で
、
六
千
石
の
家
の
格
を
失
っ
た
。
併
し
、
例
え
之
を
全
う
し
て
い
た
と
し
て
も
、
茂
睡
は
六
男
だ
か
ら
、
そ
の
偉
襲
封
で

き
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
ず
あ
る
ま
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
精
神
面
へ
の
影
響
の
大
き
さ
が
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
三
百
石
で
は
、
六
万
石
の
本

多
家
で
も
、
藩
政
の
枢
機
に
関
与
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

将
軍
家
光
の
弟
忠
長
が
、
甲
・
遠
・
信
三
国
の
内
で
五
十
五
万
石
の
領
地
を
没
収
さ
れ
、
高
崎
で
自
ら
命
を
絶
っ
た
と
い
う
の
も
、
実
は
徳
川
氏
の
王
制
強

化
途
上
の
一
つ
の
悲
劇
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
将
軍
に
最
も
近
い
容
族
で
あ
り
な
が
ら
、
或
は
そ
の
為
に
暗
欝
悲
惨
の
終
り
を
選
ば
さ
れ
た
。
茂

陸
の
父
監
物
が
、
忠
長
に
属
し
た
の
は
、
寛
永
二
年
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
忠
長
を
主
君
と
し
て
い
た
の
は
、
僅
に
七
年
に
過
ぎ
ぬ
。
属
し
た
年
月
の
長
さ
か
ら

云
え
ば
、
伯
父
の
政
次
は
、
一
万
和
二
年
（
寛
政
諸
家
譜
）
以
未
だ
か
ら
、
十
年
の
差
が
あ
る
。
役
柄
の
違
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
監
物
は
、
死
に

至
る
十
五
年
を
那
須
の
黒
羽
で
五
十
人
扶
持
（
一
人
扶
持
は
一
日
五
合
で
あ
る
か
ら
、
禄
高
に
直
す
と
二
百
五
十
右
に
な
る
〉
の
補
助
を
受
け
て
伴
囚
と
し
て

送
っ
た
。
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一
泊
周
の
由
緒
書
は
、
さ
す
が
に
、
身
に
迫
っ
た
事
柄
を
記
し
た
も
の
だ
け
あ
？
て
、
思
は
ず
筆
の
走
っ
た
所
が
あ
る
。
相
父
の
監
物
は
、
遂
に
再
度
世
に
出

な
か
っ
た
が
、
「
御
領
人
之
内
為
ニ
召
返
一
候
衆
茂
数
多
御
座
候
、
－
な
ど
に
は
、
真
実
恨
み
の
情
が
龍
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
一
家
は
、
山
名
伊
豆
守
、
渡
辺

平
十
郎
助
、
本
多
肥
後
守
、
酒
井
内
膳
、
菅
沼
民
部
の
助
成
に
依
っ
て
口
を
糊
し
て
い
た
事
も
知
れ
る
。

何
故
殊
更
に
云
う
か
と
い
う
と
、
一
方
周
は
、
そ
の
妻
の
在
所
で
あ
る
信
州
佐
久
郡
相
木
村
で
晩
年
を
、
送
る
の
で
あ
る
が
「
書
商
談
」
に
、
「
一
方
周
夫
婦
生
涯

の
俸
禄
江
戸
よ
り
来
る
よ
し
旦
老
伝
に
云
何
家
よ
り
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
之
は
ま
た
茂
腫
が
早
け
れ
ば
四
十
何
歳
か
で
、

本
多
家
を
致
仕
し
て
か
ら
、
宝
永
二
年
七
十
八
歳
で
死
ぬ
迄
の
聞
を
考
え
る
の
に
意
味
が
あ
る
と
思
う
。

「
近
世
時
人
伝
」
（
寛
政
二
年
）
は
、
茂
睡
を
取
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
標
題
は
、
「
隠
家
茂
腫
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
隠
遁
者
の
扱
い
に
な
っ
て
い

る
。
成
程
茂
睦
は
、
浅
草
新
寺
町
に
草
庵
を
構
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
併
し
、
「
年
老
牒
か
が
ま
り
て
、
馬
に
乗
る
事
も
自
由
な
ら
ず
、
弓
を
ひ
か
ん
も
力
お

と
る
う
る
ま
ま
身
を
退
き
、
草
庵
の
内
に
念
仏
を
申
す
を
己
が
所
作
と
す
」
と
い
う
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

茂
睡
が
、
こ
の
「
紫
の
一
本
」
を
浄
書
し
た
の
は
、
天
和
二
年
で
あ
る
。
だ
か
ら
浅
草
に
住
ん
だ
の
は
、
そ
れ
以
前
で
あ
ろ
う
。
天
和
二
年
で
も
茂
睡
は
五

十
四
歳
で
あ
っ
た
。
文
学
的
修
辞
の
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
熊
に
あ
ら
ず
虎
に
も
あ
ら
ず
浅
草
に
お
き
ふ
す
我
を
誰
か
知
る
べ
き
」
と
い
う
の
と
大
部
色

調
が
異
る
の
で
あ
る
。
翌
天
和
三
年
、
茂
睡
は
高
野
山
に
詣
で
、
鴫
玄
沢
に
抽
刊
を
立
て
て
い
る
。

私
が
、
茂
睡
を
援
助
し
て
い
た
武
士
の
名
を
列
記
し
た
の
は
、
茂
障
が
何
の
よ
う
な
筆
名
の
も
と
に
隠
れ
よ
う
と
、
散
文
的
に
云
え
ば
、
本
多
家
を
致
仕
し

た
後
の
彼
の
状
態
は
、
浪
人
と
い
う
武
士
に
と
っ
て
最
も
忌
わ
し
い
形
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
五
い
た
い
た
め
で
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
、
何
で
武
士
達
が
一
介
の
文

筆
の
士
な
ぞ
の
面
倒
を
見
る
筈
が
な
い
。
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こ
の
事
は
、
逆
に
云
え
ば
茂
睡
が
武
士
と
し
て
有
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
云
え
る
。
「
御
当
代
記
」
を
読
め
ば
、
茂
睡
の
政
治
へ
の
関
心

が
並
々
で
な
か
っ
た
こ
と
が
分
る
。
世
を
捨
て
た
法
師
な
ら
、
表
向
き
の
そ
れ
も
人
事
に
、
何
程
の
執
着
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
市
井
の
雑
事
を
記
す
よ
う
に
し

て
、
勿
論
そ
こ
に
も
興
味
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
施
政
へ
の
批
判
が
、
年
代
記
を
貫
い
て
い
る
。

私
は
、
茂
睡
の
大
伯
父
戸
旧
忠
次
が
、
「
田
原
之
城
主
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
、
と
書
い
た
。
そ
れ
は
一
万
周
に
と
っ
て
、
も
う
何
う
で
も
い
い
事
で
あ
っ
た

か
ら
に
違
い
な
い
。
そ
れ
程
遠
い
存
在
な
の
だ
。
戸
田
と
い
う
苗
字
で
あ
り
な
が
ら
、
茂
睡
の
一
家
を
援
助
し
た
武
士
の
中
に
、
そ
の
名
の
な
い
こ
と
で
も
、



そ
れ
が
分
る
。

茂
睦
の
文
学
上
の
蹄
と
ま
で
一
五
わ
な
く
て
も
、
同
時
代
の
之
筆
’
家
と
の
安
友
は
、
殆
ど
解
っ
て
い
な
い
。
寧
ろ
孤
立
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
只

一
人
の
例
外
は
、
山
名
義
豊
で
あ
る
。
「
そ
の
関
係
は
、
長
涜
の
契
沖
に
於
け
る
が
如
く
」

F
佐
々
太
信
網
》
と
云
わ
れ
て
い
る
。

彼
は
玉
山
と
号
し
、
本
多
重
世
を
経
て
飛
鳥
井
家
の
雅
章
に
繋
る
文
学
上
の
系
諮
を
有
し
て
い
る
。
（
日
本
歌
学
史
）
そ
の
家
は
、
応
仁
の
乱
に
西
陣
の
将

と
な
っ
て
戦
国
百
年
の
口
火
を
つ
け
た
、
山
名
持
豊
の
喬
で
、
茂
臨
と
は
母
方
の
従
児
弟
に
な
っ
た
。

由
緒
書
に
あ
る
、
山
名
伊
豆
守
は
、
こ
の
義
豊
の
見
釦
豊
で
あ
る
。
彼
ら
に
、
豊
晴
と
い
う
叔
父
が
あ
っ
て
、
忠
長
の
罪
に
連
座
し
た
こ
と
が
、
「
寛
政
語

家
譜
」
に
見
え
る
。
併
し
、
伊
豆
守
短
豊
は
旗
本
と
し
て
六
千
七
百
石
の
家
禄
を
全
う
し
て
い
た
。

浪
人
戸
田
恭
光
は
、
母
方
の
縁
者
乃
至
高
官
の
縁
類
（
菅
沼
氏
）
に
依
っ
て
閉
館
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
戸
田
と
い
う
苗
字
が
、
彼
の
血
系
を
教
え
る
符
号

に
し
か
過
ぎ
ぬ
と
し
て
も
、
「
身
に
か
へ
て
惜
し
み
し
家
の
名
を
だ
に
も
捨
つ
れ
ば
捨
つ
る
世
に
こ
そ
有
け
れ
」
、
と
い
う
の
は
、
正
し
く
戸
田
恭
光
と
い
う
武

士
の
歌
だ
。

四
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戸
田
コ
一
郎
右
街
門
忠
次
は
、
「
戸
田
山
城
守
殿
秋
一
万
伊
賀
守
殴
戸
田
大
隅
守
殿
高
祖
－
一
一
間
御
座
候
」
と
一
沼
周
は
書
い
て
い
る
。
一
戸
田
山
城
守
は
、
名
乗
を
忠

昌
と
い
っ
て
、
忠
次
の
孫
忠
継
の
子
で
あ
る
が
、
伯
父
忠
能
の
養
子
と
な
っ
て
、
忠
次
の
嫡
流
を
襲
い
だ
。
伯
父
忠
能
の
家
替
は
、
三
州
渥
美
郡
田
原
に
於
て
、

一
万
一
千
石
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
活
禄
十
二
年
、
六
十
六
歳
で
残
す
る
時
、
忠
昌
は
総
州
佐
倉
で
七
万
一
千
石
に
累
進
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

忠
昌
の
父
忠
継
は
、
茂
臨
の
再
従
兄
弟
で
二
千
石
（
改
選
諸
家
系
譜
）
の
知
行
取
に
過
ぎ
な
か
コ
た
。
忠
長
に
附
属
し
て
没
落
す
る
迄
の
茂
睡
の
家
と
は
、

同
等
以
下
の
家
格
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
忠
昌
は
茂
睡
に
連
れ
る
こ
と
四
年
に
し
て
、
コ
一
川
田
原
で
生
れ
て
い
る
。

茂
睡
の
書
い
た
、
「
御
当
代
記
」
の
延
宝
九
年
十
月
九
日
に
、
年
号
が
天
和
と
改
っ
た
こ
と
を
記
し
て
、

一
、
戸
田
越
前
守
を
京
都
よ
り
め
し
下
さ
れ
、
霜
月
十
四
日
山
城
守
に
名
を
あ
ら
た
め
、
御
老
中
に
被
ニ
仰
付
一
候
、
越
前
守
跡
京
都
所
司
代
稲
葉
丹
後
守

被
ニ
仰
付
→
新
地
三
万
石
被
レ
下
候



忠
昌
は
幕
府
の
関
老
と
し
て
、
茂
腫
の
前
に
登
場
し
て
く
る
。
こ
の
時
、
忠
昌
、
四
十
九
歳
、
茂
睡
五
十
三
歳
で
あ
る
。

寛
文
四
年
、
品
川
二
歳
の
忠
昌
は
、
一
万
石
の
加
賜
を
受
け
て
、
田
原
か
ら
、
肥
後
天
草
郡
宮
岡
へ
転
封
に
な
り
、
同
じ
十
一
年
寺
社
奉
行
、
延
宝
四
年
、
更

に
一
方
石
の
加
賜
が
あ
っ
て
、
京
都
所
司
代
と
な
っ
た
。
老
中
に
補
せ
ら
れ
た
翌
年
に
は
四
度
加
賜
を
う
け
て
、
武
州
岩
槻
五
万
五
千
石
の
城
主
と
な
る
の
で

あ
る
。

幕
吏
と
し
て
、
勿
論
有
能
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
泰
平
の
世
に
、
異
数
の
出
世
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
御
当
代
記
」
元
禄
七
年
の
記
事
を
見
る

L
』
、一

、
三
月
廿
五
日
、
一
戸
田
山
城
守
宅
へ
御
成

と
茂
睡
は
、
将
軍
綱
吉
の
忠
昌
邸
へ
の
渡
御
の
あ
っ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

勝
敗
は
兵
家
の
常
と
し
て
、
天
の
時
の
至
ら
な
か
っ
こ
と
に
何
の
不
満
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
併
し
淡
々
と
し
た
隠
者
の
毎
日
な
ら
、
何
故
と
の
よ
う
な

記
録
を
書
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
塵
の
世
を
い
と
ふ
心
の
積
り
で
は
身
の
か
く
れ
か
の
山
と
な
る
ら
ん
」
な
ど
と
歌
い
な
が
ら
、
い
や
、
私
に
は
隠
遁
が
嘘
に
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思
え
る
。

慶
安
四
年
四
月
、
家
光
が
死
ぬ
と
直
ぐ
七
月
に
、
由
比
正
雪
の
乱
が
起
っ
た
。
茂
睡
廿
三
歳
の
時
で
あ
る
。
更
に
そ
の
翌
年
に
は
、
承
応
一
授
と
い
う
反
謀

も
あ
り
、
諸
国
に
は
、
除
封
に
な
っ
た
諸
大
名
の
遺
臣
達
が
潜
伏
し
て
い
た
。

そ
の
中
で
、
十
一
歳
の
家
綱
は
将
軍
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
、
酒
井
忠
勝
、
松
平
信
綱
、
阿
部
忠
秋
ら
が
彼
を
輔
弼
し
て
幕
府
の
体
制
を
持
続
し
て
い

っ
た
。
つ
ま
り
帯
万
し
た
官
僚
に
よ
る
政
治
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

茂
睡
の
生
き
た
の
は
、
寧
ろ
反
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
世
の
中
は
決
し
て
固
定
し
て
い
な
い
。
大
名
の
転
除
封
は
相
継
い
で
行
わ
れ
た
。
忠
昌
の
よ
う
に
、

実
に
七
倍
の
所
領
を
一
代
に
持
つ
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
茂
睡
が
大
き
な
望
を
抱
い
て
い
た
の
も
、
忠
昌
と
直
ち
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に

し
て
も
、
決
し
て
故
の
な
か
ヮ
た
こ
と
で
は
な
い
。

家
綱
に
し
て
も
、
ま
た
綱
吉
も
、
家
光
の
遺
子
達
は
必
ず
し
も
聡
明
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
綱
吉
は
、
そ
の
身
辺
に
能
役
者
を
近
づ
け
た
。

「
能
師
正
永
と
い
ふ
も
の
有
、
此
者
は
館
林
様
に
て
御
座
被

ν威
候
時
の
御
役
者
た
り
し
が
、
不
作
法
不
屈
も
の
に
て
、
ば
く
ち
を
打
、
遊
女
に
た
は
む
れ
、



身
体
か
な
は
ず
一
食
の
あ
て
も
無
レ
之
故
に
、
御
家
を
逃
て
谷
中
に
て
髪
を
そ
り
、
法
花
道
心
者
と
な
り
、
谷
中
に
も
住
か
ね
鎌
倉
へ
お
も
む
き
、
地
下
人

を
た
ぶ
ら
か
し
す
す
め
て
、
法
談
な
ど
を
の
ベ
て
罷
有
候
を
、
御
本
丸
へ
被
レ
為
レ
入
候
て
よ
り
、
め
し
か
へ
さ
れ
候
て
、
御
前
ち
か
く
め
し
寄
ら
る
」

（
御
当
代
記
）

こ
の
よ
う
な
将
車
の
噌
始
を
初
め
、
余
り
に
詳
密
に
政
治
向
き
の
事
を
書
き
止
め
る
だ
け
で
も
、
相
当
勇
気
の
い
る
仕
事
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
だ

か
ら
「
此
書
は
世
を
惜
っ
て
も
一
沼
周
の
も
と
に
秘
蔵
し
、
信
濃
の
山
里
に
埋
れ
た
ま
ま
、
少
し
も
世
に
現
は
れ
ず
し
て
今
日
に
至
っ
た
」
ハ
佐
々
木
信
網
）
の

で
あ
ろ
う
。

後
藤
宙
外
の
撰
述
に
か
か
る
、
徳
川
大
平
誌
に
、
「
老
中
戸
田
忠
昌
は
、
公
が
能
楽
に
数
寄
を
つ
く
し
、
今
や
大
将
軍
の
身
を
以
て
、
能
役
者
に
ひ
と
し
き

ふ
る
ま
い

挙
動
あ
る
を
敷
き
し
が
、
近
く
ま
た
今
様
風
涜
を
取
り
立
て
た
ま
は
ん
と
、
内
々
御
結
構
あ
る
を
見
て
、
斯
て
は
奥
向
の
風
俗
日
に
日
に
部
狼
に
赴
き
な
ん
と

苦
々
敷
事
に
思
ひ
け
る
が
」
、
と
あ
っ
て
、
忠
昌
が
老
中
と
し
て
、
「
時
弊
を
矯
正
」
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。

之
は
、
「
御
当
代
記
」
の
茂
腫
の
記
事
に
相
当
し
て
い
る
。
し
か
も
、
忠
昌
、
茂
陸
の
心
境
は
表
裏
を
な
し
て
い
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
同
族
、
同
姓
し

か
も
同
世
代
で
あ
り
な
が
ら
、
一
人
は
幕
閣
に
列
し
、
一
人
は
文
筆
に
全
て
を
託
す
ほ
か
な
か
っ
た
の
だ
。

茂
睡
に
二
つ
の
姓
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
茂
睡
の
中
に
二
人
の
人
が
住
ん
で
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
一
人
は
世
を
捨
て
た
隠
遁
者
、
そ
し
て
も
う
一
つ
の
顔
は
、

い
つ
か
世
に
出
る
事
を
希
求
し
て
い
る
、
慨
憤
の
士
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
人
の
理
想
の
姿
は
、
一
戸
田
山
城
守
忠
昌
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
少
く
と

も
之
が
、
夜
腫
の
外
廷
で
あ
っ
た
、
と
思
う
。

「
御
当
代
記
」
に
於
け
る
茂
腫
の
情
報
入
手
先
は
、
「
彼
の
母
が
高
家
の
出
で
、
そ
の
方
面
に
多
く
近
親
の
人
々
を
有
し
て
ゐ
た
事
の
為
」
（
佐
々
木
信
綱
〉

と
解
さ
れ
て
い
る
。
併
し
、
あ
の
人
事
の
微
細
な
記
録
は
、
明
瞭
な
目
的
煮
識
と
精
神
の
堅
、
張
の
持
続
が
な
〈
て
は
で
ぎ
な
い
と
思
う
。
単
に
す
一
寄
っ
た
時
に

聞
い
た
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

茂
睡
の
母
の
家
は
、
遠
州
堀
江
の
域
主
で
、
今
川
氏
真
に
属
し
て
い
た
が
、
徳
川
氏
に
降
り
、
後
高
家
に
列
せ
ら
れ
、
茂
睡
の
伯
父
基
重
は
家
禄
二
千
丘
百

五
十
右
で
あ
っ
た
。
基
重
は
茂
睡
が
廿
二
歳
の
時
に
死
ん
で
、
茂
睦
の
弟
幸
が
大
沢
家
に
入
っ
て
、
基
賀
と
云
っ
た
。

私
は
当
時
の
高
家
と
い
う
と
、
吉
良
義
央
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
被
ら
は
式
典
を
司
っ
て
い
た
の
だ
。
設
陸
に
、
一
職
原
口
訣
大
事
」
と
い
う
有
職
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古
実
の
書
が
あ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
将
軍
が
渡
御
の
際
に
下
賜
し
た
万
剣
、
茶
器
の
名
な
ど
は
、
い
か
に
も
高
家
衆
の
知
っ
て
い
そ
う
な
事
だ
が
、
大
名
の
国

替
、
屋
敷
替
、
役
替
等
、
果
し
て
高
家
の
知
識
だ
ろ
う
か
、
品
目
の
記
述
も
、
考
え
よ
う
に
依
っ
て
は
、
も
っ
と
中
枢
に
近
い
所
か
ら
出
た
詳
報
に
思
え
る
。

つ
ま
り
、
筋
が
通
り
す
ぎ
て
い
る
の
だc

時
代
が
文
政
年
間
で
、
百
年
の
余
下
る
け
れ
ど
も
、
道
中
図
に
コ
戸
田
因
幡
守
、
雁
の
間
上
浅
草
新
寺
町
」
と
書
い
た
も
の
が
あ
る
。
元
禄
六
年
十
二
月
三

日
の
「
御
当
代
記
」
に
、

戸
田
山
城
守
へ
、
東
隣
山
名
信
濃
守
屋
敷
道
を
入
、
是
は
神
田
橋
の
う
ち
土
手
を
北
に
あ
て
た
る
屋
敷
也

と
あ
っ
て
、
当
時
忠
昌
の
屋
敷
が
神
田
橋
内
に
あ
っ
た
事
が
分
る
。
只
、
「
御
当
代
記
」
に
散
見
す
る
一
浅
草
屋
敷
」
が
忠
昌
の
代
に
な
か
っ
た
、

と
い
う
事

は
で
き
な
い
。

忠
昌
は
茂
睡
に
先
立
つ
こ
と
八
年
、
一
万
禄
十
二
年
に
死
ん
だ
。
戒
名
を
松
源
寺
殿
法
雲
龍
津
大
居
士
と
い
う
。
即
ち
牛
込
通
寺
町
松
源
寺
に
葬
ら
れ
、
寺
は

以
下
代
々
の
葬
地
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
浅
草
新
寺
町
は
文
字
通
り
寺
町
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
「
雁
の
間
上
浅
草
新
寺
町
」
は
菩
提
所
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

忠
昌
の
養
父
で
あ
る
、
伯
父
因
幡
守
忠
能
と
祖
父
土
佐
守
尊
次
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
州
田
原
の
城
主
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
土
地
の
長
興
寺
に
葬
ら
れ
た
。
忠

昌
の
両
親
も
ま
た
同
寺
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
、
忠
昌
の
曽
祖
父
忠
次
も
、
鵜
島
城
主
と
し
て
下
回
で
没
し
、
そ
の
地
の
泰
平
寺
に
葬
ら
れ
な
が
ら
、
ま
た
長

興
寺
に
も
墓
碑
を
有
し
て
い
る
。

五

一
沼
禄
十
六
年
七
月
四
日
に
、
茂
睡
は
「
末
学
初
見
集
」
一
巻
を
成
し
た
。
「
全
篇
半
紙
四
枚
に
細
書
し
て
、
陰
陽
の
二
一
克
を
天
地
万
象
に
配
し
、
そ
の
二
一
克
の

作
用
に
て
、
天
地
の
成
立
せ
る
道
理
を
説
か
む
」
（
佐
々
木
信
網
・
戸
田
茂
睡
論
・
大
正
二
年
〉
と
す
る
も
の
で
、
「
一
種
の
哲
学
観
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。こ

れ
を
茂
睡
は
、
子
の
沼
周
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。
「
末
学
初
見
集
陰
陽
書
梨
本
不
忠
庵
老
茂
書
レ
之
、
藤
原
姓
三
川
田
原
戸
田
氏
薩
太
郎
元
周
へ
参
一
式
々
、

按
－
一
末
学
初
見
集
は
老
後
湯
島
大
根
畠
に
あ
り
て
そ
の
子
薩
宍
郎
元
同
に
与
ヘ
し
書
也
」
ハ
松
尾
筆
記
）
と
あ
っ
て
、
小
山
田
与
活
は
、
一
元
同
の
居
所
に
就
い



て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

佐
々
木
信
綱
氏
は
、
「
歌
学
論
議
一
（
明
治
四
十
一
年
）
の
中
で
、
こ
の
書
は
「
湯
島
大
根
畠
に
て
書
し
、
当
時
三
河
田
原
に
あ
り
し
子
一
泊
周
に
送
れ
り
」
、

と
一
泊
周
の
居
所
を
田
原
と
断
定
し
石
い
る
。
「
制
収
屋
筆
記
」
の
－
一
一
一
州
問
原
戸
田
氏
薩
太
郎
」
に
対
し
、
「
戸
田
茂
睡
論
」
で
は
、
「
三
川
田
原
戸
田
薩
・
太
郎
一
と

あ
っ
て
、
そ
の
辺
に
、
微
妙
な
喰
違
い
が
あ
る
が
、
こ
の
鹿
字
が
、
一
泊
禄
十
六
年
に
、
一
見
周
が
旧
原
に
い
た
こ
と
の
証
左
に
な
る
と
、
茂
睡
と
忠
昌
の
家
と
の

関
係
に
対
す
る
見
方
に
影
響
し
て
く
る
。

併
し
、
忠
昌
は
既
に
残
し
て
お
り
、
そ
の
家
も
、
そ
れ
よ
り
四
十
年
以
前
に
、
田
原
か
ら
肥
後
天
草
宮
岡
に
転
封
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
田
原
は
、
三
宅
能

登
守
康
勝
の
城
下
で
あ
っ
た
。

そ
の
城
下
に
は
、
戸
田
氏
が
檀
那
と
な
っ
て
建
立
し
た
、
竜
門
寺
、
慶
雲
寺
、
当
行
寺
の
三
寺
が
あ
り
、
附
近
大
久
保
に
前
記
の
長
興
寺
、
大
漕
に
大
平
寺

の
各
寺
院
が
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
、
由
縁
の
人
が
、
例
へ
ば
住
僧
と
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
云
え
ぬ
だ
ろ
う
。

茂
腫
の
祖
父
、
一
戸
田
忠
勝
は
、
そ
の
見
忠
次
が
三
州
大
津
で
七
百
貰
文
の
土
地
を
与
え
ら
れ
た
、
そ
の
翌
永
禄
九
年
に
家
康
の
命
に
よ
っ
て
、
児
忠
次
に
附

属
せ
し
め
ら
れ
た
。
ハ
寛
政
諸
家
譜
）
忠
勝
は
、
天
正
十
八
年
十
月
、
つ
ま
り
家
康
が
江
戸
に
入
城
し
た
二

b

月
後
に
死
ん
で
い
る
か
ら
、
或
は
、
大
津
太
平

寺
に
諮
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
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「
地
名
辞
書
」
の
老
津
と
い
う
所
を
見
る
と
、
「
今
老
津
村
と
い
う
も
、
旧
は
大
海
に
し
て
、
（
署
）
、
一
戸
田
ゴ
一
郎
右
衛
門
忠
次
が
、
永
禄
年
中
、
家
康
公
よ

り
大
津
七
百
貫
文
の
田
を
給
は
り
て
、
家
声
を
再
興
し
た
る
も
此
と
す
、
豊
橋
の
西
南
三
星
」
と
あ
っ
て
、
忠
次
、
忠
勝
ら
が
此
処
で
「
家
声
を
再
興
一
し
た

こ
と
が
分
る
。

「
改
選
諸
家
系
譜
」
で
忠
次
の
子
尊
次
の
項
を
見
る
と
、
「
慶
長
六
年
辛
県
六
月
賜
先
祖
旧
領
三
川
渥
美
郡
田
原
城
」
と
あ
っ
て
、
之
を
補
う
と
、
一
戸
田
氏

は
忠
次
以
前
に
田
原
を
領
し
て
い
た
が
、
何
か
の
事
で
所
領
を
失
っ
て
い
た
所
、
忠
次
が
「
家
声
を
再
興
」
し
、
子
の
尊
次
の
時
、
「
先
祖
旧
領
」
へ
帰
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
再
び
「
地
名
辞
書
」
の
田
原
と
い
う
項
を
引
い
て
み
る
と
、
「
老
津
の
西
南
一
里
、
南
は
大
洋
を
負
ひ
、
北
に
湾
を
抱
く
、
田
原
戸
田
氏
の
祖
、

弾
正
左
衛
門
尉
宗
光
は
碧
海
郡
上
野
城
主
に
て
、
松
平
和
泉
入
道
信
光
の
女
を
委
り
、
正
親
町
三
条
殿
を
本
家
と
し
、
其
家
領
の
下
司
た
り
し
ご
と
し
、
宗
光



A
川
原
に
移
り
、
（
略
）
、
憲
光
、
政
光
、
康
光
、
宣
光
と
相
続
す
、
宣
光
の
妹
は
松
平
広
忠
の
後
妻
た
り
」

時
川
親
元
の
日
記
の
中
に
、
戸
田
氏
の
祖
宗
光
は
度
々
登
場
す
る
が
、
寛
正
六
年
（
応
仁
に
二
年
以
前
）
義
政
の
右
筆
伊
勢
貞
親
が
、
松
平
信
光
と
一
戸
田
宗

光
に
書
を
送
っ
て
、
「
コ
一
、
河
の
混
乱
を
平
定
一
（
太
田
亮
・
三
河
）
さ
せ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

併
し
、
宗
光
は
信
光
の
女
婿
と
な
る
こ
と
で
、
三
河
に
そ
の
地
歩
を
築
い
た
と
見
ら
れ
る
節
も
あ
る
。
松
平
氏
と
は
、
そ
の
曽
孫
の
代
に
再
び
婚
姻
関
係
を

結
ぶ
こ
と
で
、
之
と
提
携
し
て
い
た
か
に
見
え
る
。
若
し
さ
う
だ
っ
た
ら
、
平
穏
に
徳
川
氏
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
も
で
き
た
筈
だ
。

そ
し
て
、
忠
次
が
大
津
で
「
家
声
を
再
興
一
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
。
再
興
し
た
の
は
、
家
康
に
属
し
て
か
ら
後
の
事
だ
。
松
平
氏
と
対
等
の
状
態
で
、
宗

光
以
下
数
代
に
亘
っ
て
、
戦
乱
の
時
代
を
生
き
て
来
た
戸
田
氏
の
人
々
に
、
当
然
覇
権
へ
の
夢
が
あ
っ
た
。

天
文
十
六
年
、
清
須
の
織
田
信
秀
が
、
岡
崎
に
あ
っ
た
松
平
広
忠
を
・
攻
め
よ
う
と
し
た
。
広
忠
は
、
駿
府
の
今
川
義
一
万
に
援
軍
を
請
う
た
が
、
義
一
加
は
質
を

求
め
て
き
た
。
大
久
保
忠
教
の
ご
二
河
物
語
」
は
、
「
竹
千
代
様
、
御
年
六
歳
之
御
時
、
シ
チ
物
ト
シ
テ
、
駿
河
得
御
下
向
被
成
ケ
リ
、
然
問
、
西
之
郷
－
一
而
、

フ
子
シ
ウ
ト

御
航
ニ
召
シ
テ
、
田
原
エ
、
ア
ガ
ラ
せ
給
日
而
、
田
原
寄
駿
河
得
御
下
向
可
被
成
ト
ノ
犠
成
、
田
原
之
、
戸
田
少
弼
殿
ハ
、
広
忠
之
御
タ
メ
ニ
ハ
、
御
婚
成
、

ヲ
ウ
ヂ
ウ
ヲ

L
V

竹
千
代
様
之
御
タ
メ
ニ
ハ
マ
、
祖
父
成
、
然
共
、
少
弼
殿
、
小
田
之
弾
正
之
忠
得
、
ヱ
ヰ
ラ
ク
、
緊
ハ
銭
）
千
貫
メ
ニ
、
竹
千
代
様
ヲ
吉
田
サ
せ
ラ
レ
給
日
市
。

御
舟
ニ
召
市
ア
ツ
田
之
宮
得
、
ア
ガ
ラ
せ
給
日
」
と
事
件
の
あ
っ
た
こ
と
を
－
記
し
て
い
る
。

戸
田
少
弼
は
「
地
名
辞
書
」
の
康
光
に
当
る
。
そ
の
女
、
真
喜
姫
が
松
平
広
忠
の
所
へ
後
空
に
入
っ
た
の
は
天
文
十
四
年
で
あ
っ
た
。
「
其
後
広
忠
ハ
、
田
原

之
戸
田
少
弼
殴
ノ
、
婿
ニ
ナ
ラ
セ
給
日
而
、
御
越
（
輿
）
が
入
、
然
処
ニ
、
本
城
得
御
越
ヲ
入
ン
ト
一
五
ケ
レ
バ
、
本
城
者
、
竹
千
代
城
ナ
レ
バ
、
新
城
得
入
ヨ

ト
仰
ケ
レ
バ
、
久
敷
ツ
カ
ヘ
テ
、
何
カ
ト
申
ケ
レ
共
、
カ
ナ
ハ
ズ
シ
テ
、
終
－
一
者
、
新
城
得
イ
ラ
セ
給
成
」
ハ
一
ニ
河
物
語
）
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真
喜
姫
は
、
茂
睡
の
租
父
忠
勝
に
は
、
伯
母
に
当
り
、
岡
崎
で
、
田
原
陵
、
ま
た
田
原
御
前
と
云
わ
れ
た
が
、
入
輿
の
時
、
既
に
そ
の
先
の
平
安
で
な
い
事

が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
二
年
経
っ
て
、
生
家
と
の
聞
に
、
継
子
竹
千
代
を
鶴
る
事
件
が
起
り
、
田
原
の
城
は
、
今
川
義
一
見
に
依
っ
て
、
落
城
の
悲
、
運
に
遭

遇
す
る
。
松
平
氏
は
勿
論
田
原
を
援
け
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
直
接
の
紛
争
で
な
か
っ
た
為
か
、
彼
女
は
竹
千
代
の
生
母
、
伝
通
院
の
よ
う
に
離
別
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
併
し
、
広
忠
は
二
年
経
っ
て
、
天
文
十

八
年
、
廿
四
歳
で
不
慮
の
死
に
週
う
。
彼
女
は
元
亀
二
年
、
家
康
廿
九
歳
の
時
に
技
し
、
岡
崎
の
竜
海
院
に
葬
ら
れ
た
。
法
名
を
花
慶
理
春
と
い
っ
て
、
「
飼



崎
市
史
」
に
よ
る
と
、
慶
応
二
年
、
従
一
位
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。

竹
千
代
強
奪
と
い
う
暴
挙
に
、
戸
田
氏
は
一
族
の
興
廃
を
賭
け
た
の
だ
が
、
結
果
は
今
川
氏
に
よ
っ
て
惨
陪
た
る
逆
境
に
追
い
込
ま
れ
た
。
再
び
家
名
を
興

し
た
の
ち
も
、
こ
の
将
軍
家
へ
の
叛
逆
は
、
長
く
戸
田
氏
一
族
の
汚
点
と
な
っ
て
残
っ
た
。

彼
ら
は
一
族
の
系
譜
か
ら
、
こ
の
事
件
に
参
画
し
た
人
々
の
名
乗
を
抹
殺
し
た
。
老
津
の
太
平
寺
に
、
孫
四
郎
嘉
光
と
い
う
文
書
が
あ
る
。
田
原
孫
四
郎
宗

ご
む
ね
み
つ

光
と
い
う
の
も
二
通
あ
る
。
こ
の
、
後
宗
光
が
弾
正
少
弼
だ
と
推
定
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
渥
美
郡
史
）
被
は
、
「
寛
永
系
図
伝
」
で
既
に
康
光
と
書
変
え
ら
れ
た
。

今
、
康
光
と
い
う
文
書
は
何
処
に
も
な
い
。
茂
睡
の
曽
組
父
忠
政
は
、
系
譜
に
な
い
莞
光
の
弟
で
あ
る
が
、
長
興
寺
の
墓
碑
に
、
庄
左
衛
門
と
あ
る
の
み
で
、

名
乗
は
刻
ん
で
い
な
い
。
彼
ら
が
徳
川
家
の
臣
と
し
て
生
き
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
苦
心
が
い
っ
た
の
だ
。
旧
領
田
原
を
賜
っ
た
時
、
彼
ら
は
一
層
、
徳

川
家
へ
の
御
恩
に
感
じ
い
っ
た
に
違
い
な
い
。

-L. 
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茂
睡
か
ら
数
え
て
四
代
前
に
、
そ
の
一
族
は
三
河
国
、
渥
美
郡
八
名
郡
宝
飯
郡
等
の
領
地
を
失
っ
た
。
併
し
彼
ら
は
、
こ
の
事
で
滅
亡
し
た
の
で
な
か
っ
た
。

こ
の
時
、
戸
田
氏
の
持
城
は
、
渥
美
郡
二
連
木
（
柿
木
）
尾
張
知
多
郡
の
、
河
和
等
に
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
命
脈
を
繋
い
だ
の
で
あ
る
。
勿
論
彼
ら
も
一
族
の

壮
挙
に
加
担
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
二
連
木
や
浪
上
の
戸
田
氏
に
も
名
乗
の
欠
除
さ
れ
た
人
々
の
い
る
事
で
分
る
。

最
も
打
撃
の
大
き
か
っ
た
の
は
、
本
涜
で
あ
っ
た
田
原
の
戸
田
、
即
ち
茂
睡
の
系
統
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
竹
千
代
奪
取
の
手
段
を
考
え
て
み
る
と
、
「
西
之

フ
子

郡
ニ
而
、
御
航
一
一
召
シ
テ
、
田
原
ェ
、
ア
ガ
ラ
セ
給
日
而
」
と
あ
っ
て
、
－
御
舟
－
一
石
而
ア
ツ
問
之
宮
得
ア
ガ
ラ
セ
給
日
」
と
あ
る
。
竹
千
代
は
海
上
を
今
の

捕
郡
か
ら
田
原
へ
渡
る
予
定
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
戸
田
氏
が
彼
を
奪
っ
て
か
ら
、
海
上
を
熱
田
へ
法
っ
た
こ
と
が
分
る
。
当
然
、
竹
千
代
は
路
上
で
虜
囚

と
な
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
地
名
辞
書
」
に
よ
る
田
原
の
地
形
は
、
「
南
は
大
洋
を
負
ひ
、
北
に
湾
を
抱
く
」
も
の
で
あ
っ
た
。
田
原
城
は
別
名
を
巴
江
城
と
い
っ
て
、
城
下
ま
で
海

水
が
及
ん
で
い
た
。
こ
の
事
は
、
支
城
、
尾
張
知
多
郡
河
和
城
に
就
い
て
も
云
え
る
。

「
河
和
町
史
」
に
戸
田
繁
光
の
父
、
万
次
郎
某
が
、
織
田
信
秀
の
旗
本
で
あ
っ
た
、
と
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
方
次
郎
は
、
政
光
の
孫
だ
と
い
う
か
ら
、
強
奪



の
主
謀
者
、
弾
正
少
弼
宗
光
に
は
甥
に
当
る
。
こ
の
河
和
戸
田
は
、
同
じ
知
多
半
島
に
宮
貴
城
を
兼
持
っ
て
い
た
。

コ
一
河
湾
に
連
る
、
戸
田
氏
の
城
は
渥
美
半
島
二
崎
に
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
こ
の
湾
内
の
制
海
権
を
掌
握
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
ず
る
と
、
城
田
氏
と

の
連
絡
も
分
る
し
、
海
上
で
事
件
の
発
生
し
た
事
も
額
け
る
気
が
す
る
。
制
海
権
が
あ
っ
た
と
い
う
事
は
、
当
然
、
水
軍
を
保
有
し
て
い
た
と
い
う
前
提
に
立

た
ね
ば
な
ら
な
い
。

田
原
戸
田
の
徳
川
氏
に
属
し
て
か
ら
の
、
封
地
を
列
ね
て
み
る
と
、
三
州
大
津
、
豆
川
下
回
、
三
川
田
原
、
肥
後
宮
岡
と
な
る
。
之
ら
の
土
地
は
何
れ
も
、

海
に
面
し
、
港
湾
を
有
し
て
い
た
。
就
中
、
家
康
が
関
八
州
を
秀
古
か
ら
与
え
ら
れ
た
時
、
忠
次
を
屈
指
の
良
港
下
回
に
封
じ
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

忠
昌
が
寛
文
四
年
、
肥
後
宮
岡
に
転
封
に
な
る
時
、
幕
府
か
ら
船
二
般
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
（
寛
政
諸
家
譜
）
こ
の
事
を
、
「
戸
旧
御
家
記
」
（
松
井
恒
太

郎
）
に
徴
し
て
み
る
と
、
「
御
船
二
般
、
円
亀
丸
（
六
拾
挺
立
）
天
神
丸
（
五
拾
挺
立
）
拝
領
」
と
あ
る
。
軍
船
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
だ
と
思
う
。

忠
昌
は
富
岡
に
居
城
す
る
こ
と
七
年
で
、
御
奏
者
、
並
寺
社
奉
行
に
補
せ
ら
れ
る
の
と
同
時
に
、
相
川
コ
一
浦
、
下
総
結
城
、
武
川
秩
父
、
常
川
下
館
の
内
に

知
行
替
と
な
っ
た
。
之
か
ら
、
忠
昌
が
文
官
と
し
て
登
用
さ
れ
て
い
く
の
に
平
行
し
て
、
藩
の
性
格
も
変
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
う
。

こ
の
時
は
、
未
だ
三
浦
単
色
向
に
海
を
持
っ
て
い
る
が
、
京
都
所
司
代
と
な
っ
た
時
に
、
五
畿
内
と
引
替
へ
と
な
り
。
更
に
老
中
と
な
っ
て
、
天
和
二
年
、
武

州
岩
槻
城
を
与
え
ら
れ
た
時
、
田
原
戸
田
氏
は
全
く
海
を
失
う
。

秋
元
氏
を
襲
い
だ
忠
昌
の
長
子
喬
朝
は
、
寺
社
奉
行
、
若
年
寄
か
ら
老
中
と
な
り
、
家
禄
も
一
万
八
千
石
か
ら
六
万
石
と
な
っ
て
い
る
。
次
子
忠
真
も
正
徳

四
年
加
判
列
（
老
中
）
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
船
へ
の
執
着
は
、
こ
の
人
々
に
思
い
出
す
暇
も
な
か
っ
た
ろ
う
。
彼
ら
は
「
堅
く
そ
の
地
歩
」
か
進
め
て
い
っ
た
。
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茂
睡
は
「
紫
の
一
本
」
の
中
に
、
「
船
」
と
い
う
小
み
だ
し
を
附
け
て
、
名
だ
た
る
川
船
を
あ
げ
、
「
御
当
代
記
」
で
は
舟
唄
を
集
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

天
和
二
年
、
つ
ま
り
忠
昌
が
老
中
と
な
っ
た
年
の
七
月
廿
六
日
、
「
長
さ
四
間
半
、
巾
七
尺
二
し
き
り
の
屋
形
船
」
に
大
き
が
制
限
さ
れ
、
大
船
は
、
「
皆
打
こ

は
し
の
」
け
ら
れ
た
と
あ
る
。

隅
田
川
に
は
、
「
踊
見
物
と
て
出
る
船
も
あ
り
、
月
を
見
ん
と
て
出
る
も
あ
り
、
（
国
各
）
、
餅
売
り
酒
売
り
ま
ん
ぢ
う
売
り
、
で
ん
が
く
煮
売
り
肴
売
り
、
ひ
や

水
冷
麦
冷
し
瓜
」
（
紫
の
一
本
）
り
の
声
が
あ
り
、
「
花
火
船
」
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
行
舟
の
ほ
の
か
に
人
を
み
つ
ま
た
や
波
な
ら
ぬ
露
を
袖
に
か
く
ら
ん
」

と
い
う
叙
情
も
茂
腫
に
は
あ
っ
た
。



併
し
、
茂
睡
は
船
遊
山
が
好
き
で
あ
っ
た
ら
し
い
、
と
い
う
事
に
過
ぎ
ぬ
。
慢
が
「
水
れ
ん
一
に
達
者
で
あ
っ
た
容
も
、
そ
の
人
の
属
性
と
し
て
見
通
し
て

し
ま
え
ば
そ
れ
迄
で
あ
る
。
だ
が
、
茂
臨
が
も
っ
と
碩
い
表
情
で
船
に
就
い
て
語
る
の
を
聞
く
と
、
一
族
の
栄
達
の
中
で
、
被
だ
け
が
、
過
ぎ
さ
っ
た
武
門
の

栄
光
に
、
郷
愁
の
眼
差
し
を
向
け
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。

「
御
当
代
記
」
天
和
二
年
の
秋
、
「
安
宅
丸
を
御
た
ふ
ま
せ
被
レ
成
候
、
奉
行
は
鍋
島
帯
万
、
小
笠
原
丹
後
守
也
、
向
井
将
監
御
船
奉
行
故
手
伝
仕
候
、
抑
々

此
安
宅
丸
と
申
は
、
大
猷
院
様
天
下
の
か
ざ
り
な
り
と
て
、
御
余
議
を
以
御
作
ら
せ
被
レ
遊
候
て
、
御
船
出
来
候
と
、
古
白
鳥
辰
を
御
え
ら
び
、
右
安
宅
丸
へ

御
め
し
ぞ
め
也
、
此
時
御
普
代
の
大
名
、
者
頭
、
者
奉
行
皆
御
船
に
て
御
供
に
て
御
酒
被
レ
下
、
（
略
）
、
し
か
る
ゆ
へ
に
厳
有
院
様
御
代
に
も
修
覆
を
加
ら
れ
、

浅
草
川
の
末
、
本
所
の
御
船
蔵
の
末
、
本
番
所
古
川
の
北
に
つ
な
が
せ
役
レ
置
候
を
、
当
御
代
御
た
ふ
ま
せ
被
レ
成
候
御
心
、
諸
人
不
審
仕
」

船
に
、
茂
睡
の
血
は
一
族
の
浮
沈
を
賭
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
神
君

L

家
康
公
と
崇
め
ら
る
べ
き
人
が
、
八
歳
で
あ
っ
た
、
誰
も
天
下
が
彼
の
掌
中
に
帰
す
る

事
を
知
ら
な
い
時
に
、
如
何
な
る
目
算
と
抱
負
が
あ
っ
た
か
は
分
ら
な
い
が
、
そ
の
一
族
に
生
殺
与
奪
の
権
が
あ
っ
た
。

事
は
思
惑
の
よ
う
に
連
ば
な
か
っ
た
の
に
違
い
な
い
。
戦
国
の
壮
途
は
空
し
く
尽
き
た
の
だ
。
こ
の
挫
折
は
、
そ
れ
か
ら
八
十
年
後
に
生
れ
た
茂
睡
の
中
で

彼
に
不
遇
へ
の
暗
示
を
語
り
か
け
て
は
こ
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
、
ま
た
混
暖
澄
明
な
三
、
河
湾
の
風
光
の
中
で
、
査
臨
の
中
の
血
が
、
何
を
考
え
何
を
求
め
て

い
た
か
、
そ
の
体
験
は
ふ
と
茂
陸
の
上
に
匙
え
っ
て
き
た
に
違
い
な
い
。
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七

そ
の
海
湾
と
遠
州
灘
を
分
け
て
、
渥
美
半
島
が
哲
び
て
い
る
が
、
尾
根
に
高
く
、
観
位
音
像
が
安
置
せ
ら
れ
て
い
て
、
舟
人
の
信
仰
を
あ
つ
め
て
い
た
。
渥

美
と
い
ふ
半
島
の
名
は
、
安
曇
氏
か
ら
出
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
っ
て
、
守
一
飯
郡
浦
郡
の
赤
白
子
神
社
の
祭
神
は
、
海
神
、
綿
積
豊
玉
彦
で
あ
り
、
そ
の
後
商

安
曇
氏
が
之
を
祭
記
し
て
い
た
。
（
大
固

ま
た
こ
の
半
島
、
和
地
に
新
羅
の
白
水
宝
子
が
漂
苦
し
、
朝
延
よ
り
コ
一
河
の
大
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
も
、
大
草
の
大
泉
寺
、
即
ち
大
白
水
寺
に
あ

る
。
白
水
は
、
海
人
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は
朝
廷
の
伴
部
と
し
て
安
曇
連
と
い
う
伴
造
に
、
一
－
血
縁
的
な
擬
制
を
以
て
支
配
」
（
阿
部
武
降
）
せ
ら
れ
て
い
た
。
だ

か
ら
海
部
は
、
海
神
を
祖
神
と
し
て
禁
ん
で
い
た
。

亮
）



資
睡
は
、
彼
の
編
ん
だ
武
士
の
歌
集
「
烏
の
漣
」
の
奥
書
に
、
藤
原
恭
光
と
署
名
し
て
い
る
。
戸
田
氏
の
姓
が
、
藤
原
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
引
い
た
←
末

学
初
見
集
」
の
扉
に
も
茂
睡
は
記
し
て
い
た
。
併
し
、
そ
れ
が
戸
田
氏
の
倍
称
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
寛
政
諸
家
譜
」
に
依
っ
て
証
明
せ
ら
れ
た
っ

初
祖
宗
光
と
、
そ
の
曽
祖
父
と
す
る
大
納
言
正
親
町
三
条
公
治
と
の
生
存
年
代
が
、
尊
卑
分
脈
に
依
る
と
重
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
戸
同
氏
は
も
う
一

つ
の
系
譜
を
模
造
し
て
別
の
僧
上
を
犯
し
た
。
即
ち
宗
光
は
、
犬
納
言
洞
院
実
棋
の
子
で
、
戸
田
氏
へ
養
子
と
な
っ
た
。

之
は
、
前
の
説
よ
り
も
根
拠
が
あ
る
。
洞
院
実
煎
は
、
永
享
年
間
三
河
の
大
河
内
に
陣
涜
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
松
平
泰
親
の
女
と
の
聞
に
、
実
興
と
い

う
子
を
設
け
た
。
（
太
田
亮
）
宗
光
の
妻
は
泰
親
の
孫
で
あ
る
か
ら
、
実
棋
は
伯
父
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
戸
田
氏
は
彼
ら
が
藤
原
氏
に
連

る
こ
と
を
云
い
た
か
っ
た
の
だ
。

「
松
平
氏
は
単
に
源
姓
を
の
み
称
せ
し
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
べ
く
、
時
に
源
氏
と
一
五
い
、
藤
原
と
称
す
」
（
太
田

と
な
る
こ
と
で
、
官
位
の
昇
進
を
期
待
し
、
一
介
の
土
豪
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
よ
う
と
し
た
。

宗
光
を
洞
院
実
燕
の
子
と
す
る
説
を
と
る
と
、
そ
の
養
相
父
に
戸
田
宗
忠
と
い
う
人
が
忠
一
っ
て
、
一
南
朝
予
良
親
王
に
供
奉
し
て
功
名
が
あ
っ
た
。
」
ハ
太
田

亮
）
こ
の
場
合
、
宗
忠
は
義
家
涜
の
清
和
源
氏
を
称
し
て
い
た
。
南
朝
方
の
武
士
で
あ
っ
た
時
は
、
源
氏
を
名
乗
り
、
北
朝
足
利
氏
の
叶
い
で
は
、
藤
氏
と
な
っ

て
ゐ
た
、
と
い
ふ
事
に
な
る
。

も
と
よ
り
氏
素
性
は
陵
昧
で
あ
っ
た
。
併
し
こ
の
清
和
源
氏
と
す
る
説
は
、
戸
同
氏
の
真
の
出
生
地
を
教
え
て
い
る
。
一
源
義
家
五
世
の
孫
信
義
建
保
一
元
年

尾
援
国
戸
田
庄
地
頭
と
な
る
、
因
て
氏
と
す
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
蛇
足
な
が
ら
触
れ
て
お
く
と
、
震
障
の
恭
光
と
い
う
名
乗
は
、
宗
光
以
来
戸
田
氏
の
光
字
を

置
く
慣
習
を
興
し
た
も
の
で
あ
る
。

亮
）
と
い
う
よ
う
に
、
彼
ら
は
藤
原
氏
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天
保
十
四
年
、
深
田
正
韻
が
、
尾
張
藩
主
の
命
に
依
っ
て
選
ん
だ
「
尾
張
志
」
を
見
る
と
、
「
戸
田
氏
は
藤
原
氏
に
て
代
々
当
郡
戸
田
村
に
、
住
し
、
宗
光
は
三

河
の
田
原
に
移
り
後
参
河
本
貫
の
家
と
な
る
。
戸
田
氏
系
図
に
始
祖
宗
光
明
応
の
始
営
ニ
参
州
岡
原
城
→
（
略
）
、
戸
田
村
太
平
寺
の
古
位
牌
に
特
宕
全
久
大
禅

定
門
」
と
あ
る
が
、
い
ま
「
戸
田
氏
系
図
」
と
一
疋
わ
れ
る
も
の
は
、
全
べ
て
こ
の
戸
田
村
の
あ
る
こ
と
を
忘
却
し
て
い
る
。

併
し
、
三
州
大
津
に
あ
る
太
平
寺
と
同
じ
太
平
寺
が
尾
張
戸
田
村
に
あ
っ
た
。
「
尾
張
志
」
の
太
平
寺
の
項
は
、
「
和
銅
三
年
庚
民
三
月
の
創
建
に
て
一
刀
明
天

皇
勅
願
の
霊
場
也
行
装
菩
薩
を
開
祖
と
す
往
古
は
清
須
に
あ
り
し
を
永
享
五
年
此
処
に
移
す
其
比
の
地
頭
戸
田
氏
某
永
真
和
尚
を
詩
特
し
て
建
立
し
曹
洞
宗
と



す
」
、
そ
し
て
本
尊
、
脇
侍
の
体
中
に
宗
光
の
書
付
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
も
宗
光
の
位
牌
も
今
な
い
。

戸
田
氏
の
場
合
、
一
苗
字
の
発
祥
地
、
即
ち
起
源
地
に
は
、
反
っ
て
其
の
苗
字
の
家
の
な
い
地
方
が
多
い
」
苗
字
の
起
っ
た
地
は
、
「
や
え
離
れ
た
地
に
あ
る

の
が
普
通
」
（
太
田
亮
）
と
い
う
説
に
従
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
併
し
、
私
は
そ
の
戸E村
が
、
尾
張
国
海
部
郡
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

戸
田
村
は
、
「
朝
野
群
載
、
康
和
五
年
二
月
、
大
膳
少
進
平
秀
政
が
当
同
官
同
庄
司
に
補
せ
ら
れ
し
事
見
ゆ
、
宮
田
即
此
也
」
（
地
名
辞
書
）
と
あ
る
所
で
、

中
島
郡
の
南
、
愛
智
郡
の
西
、
二
方
は
江
海
に
一
過
ま
れ
て
い
る
。

此
処
に
尾
張
族
で
、
安
曇
氏
に
属
し
て
い
た
海
部
氏
が
い
た
。
海
部
は
、
筑
前
士
山
加
島
に
依
っ
て
、
「
後
漢
光
武
帝
建
武
中
一
万
二
年
使
を
漢
に
遣
は
し
て
印

綬
」
ハ
太
田
亮
）
を
受
け
た
。
後
漢
か
ら
説
の
時
代
に
は
彼
ら
は
平
和
な
海
部
で
あ
り
、
海
商
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
準
色
何
で
倭
冠
と
呼
ば
れ
、
国
内
的
の

史
的
名
辞
で
は
之
を
海
賊
と
い
う
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。
（
長
沼
賢
海
）

戸
田
氏
が
、
海
部
の
出
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
恐
ら
く
永
久
に
分
る
主
い
。
併
し
長
く
海
部
郡
に
住
ん
で
海
部
の
血
を
多
く
受
け
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

宗
光
が
、
松
平
信
光
の
女
婿
と
な
っ
て
一
旦
は
内
陸
の
上
野
に
拠
り
た
が
ら
、
や
が
て
大
津
、
田
原
へ
と
、
海
を
求
め
て
い
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
辺
に
理
由
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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「
九
世
粗
か
ら
、
十
世
紀
に
す
す
む
と
、
仏
教
文
化
の
地
方
浸
透
は
い
よ
い
よ
い
ら
ぢ
る

L

く
な
り
、
東
国
で
、
東
国
人
の
荒
々
し
い
気
象
に
あ
っ
た
、
都

会
人
の
眼
か
ら
は
未
完
成
品
と
し
か
見
え
な
い
、
の
み
の
あ
と
の
ご
つ
ご
つ
し
た
位
彫
と
い
ふ
、
問
京
独
自
の
仏
像
様
式
が
行
は
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
（
家

か
士
ぽ
り

永
一
二
郎
）
渥
美
半
島
観
音
山
の
頂
に
あ
っ
た
、
一
二
尺
七
寸
余
り
の
仏
像
は
、
こ
の
錠
彫
で
あ
っ
た
れ

近
世
、
山
麓
の
長
興
寺
内
に
遅
さ
れ
た
が
、
こ
の
長
興
寺
観
音
は
、
こ
の
様
式
の
西
の
端
、
こ
の
様
式
が
関
東
か
ら
伝
っ
て
き
た
限
界
に
立
っ
て
い
る
。

（
久
野
健
）
一
一
一
河
国
の
こ
の
半
島
に
は
東
国
の
文
化
が
及
ん
で
い
た
。

茂
腰
は
、
コ
一
河
を
本
国
に
持
ち
、
駿
府
で
生
れ
五
歳
の
時
、
那
須
の
黒
羽
に
移
り
、
廿
二
歳
迄
に
江
戸
に
出
た
。
武
士
と
い
う
身
分
で
あ
っ
て
、
同
じ
ゃ
う

に
市
井
に
隠
れ
た
、
松
尾
芭
蕉
が
伊
賀
上
野
で
生
れ
、
京
都
で
文
学
を
学
ん
だ
の
に
対
し
、
在
悼
は
上
級
の
一
武
士
と
し
て
の
基
本
的
な
教
養
を
関
東
で
身
に
つ



け
た
。
そ
れ
は
決
し
て
文
学
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。

併
し
一
万
禄
と
い
う
時
代
に
、
上
方
が
文
化
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
時
に
、
一
人
茂
睡
が
関
東
の
文
学
を
背
負
わ
さ
れ
た
。
例
え
ば
歌
読
み
と
し
て
、
「
こ
の

期
間
を
代
表
せ
し
む
べ
き
歌
人
は
、
木
瀬
三
之
、
茂
陸
、
下
河
辺
長
涜
、
契
沖
、
荷
田
春
満
等
で
あ
る
」
〈
斎
藤
茂
吉
）
と
云
わ
れ
、
ま
た
歌
論
家
と
し
て
は
、

「
旧
派
歌
学
の
制
禁
の
詞
の
思
想
の
無
意
議
な
の
を
、
的
確
な
古
学
の
知
識
に
根
拠
し
、
ま
さ
に
後
代
の
実
行
家
の
為
め
に
路
を
聞
い
た
」
（
佐
々
木
信
網
〉

と
高
く
評
価
さ
れ
た
。

「
近
世
崎
人
伝
」
（
伴
菩
膝
）
も
、
「
此
人
梨
本
集
と
い
ふ
も
の
を
著
し
て
制
詞
の
類
を
挙
て
、
琴
柱
に
穆
す
べ
か
ら
ざ
る
を
論
ず
、
凡
歌
道
に
古
学
を
称
る

は
此
人
近
世
の
魁
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
そ
れ
は
「
梨
本
集
」
の
茂
睡
に
し
か
す
ぎ
ぬ
。

ム
ロ
巻
も
の
の
作
者
、
柳
亭
糧
彦
が
天
保
九
年
「
紫
の
一
本
」
を
校
討
し
股
文
を
附
し
、
（
佐
々
木
信
綱
）
山
東
京
伝
の
弟
京
山
に
、
「
茂
睦
考
」
の
著
作
が
あ

り
、
ま
た
種
彦
が
「
田
舎
源
氏
」
の
中
で
、
「
い
ひ
つ
笠
く
れ
ば
楼
上
の
詠
め
の
自
讃
の
や
う
な
れ
ど
、
修
紫
が
紫
の
一
本
の
茂
睡
が
墓
あ
る
金
竜
寺
の
門
の

並
び
、
森
の
下
道
南
の
方
丁
字
街
」
と
浅
草
堀
田
原
の
隣
即
判
官
を
説
明
す
る
時
、
彼
ら
の
認
識
の
う
ち
に
あ
っ
た
、
茂
睡
像
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
歌
人
、
歌
論
家
と
し
て
の
茂
睡
で
は
恐
ら
く
あ
る
ま
い
と
思
う
。
茂
腫
の
散
文
は
他
に
、
「
お
は
づ
か
し
」
、
「
庄
九
郎
物
語
」
（
梨
本
集
政
）
が
あ
っ
て
今

は
伝
わ
ら
な
い
が
、
彼
ら
は
そ
れ
を
読
ん
で
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
種
彦
は
二
百
石
取
り
の
旗
本
〈
高
尾
彦
四
郎
〉
の
出
で
あ
り
、
京
山
も
若
い
頃
仕
官
し
た
こ
と

が
あ
っ
て
、
「
篠
山
侯
の
旧
臣
と
唱
へ
」
（
藤
岡
作
太
郎
〉
帯
刀
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
点
で
も
、
茂
睡
に
糟
神
の
類
似
性
を
見
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

京
山
は
「
歴
世
女
装
考
」
（
岩
瀬
百
樹
〉
と
い
う
よ
う
な
考
証
も
行
っ
て
、
硬
い
所
を
見
せ
た
の
だ
が
、
種
彦
に
就
い
て
「
そ
の
著
作
も
、
も
と
道
楽
半
分

の
仕
事
に
し
て
生
計
の
故
に
あ
ら
ず
、
文
お
の
づ
か
ら
刻
苦
精
励
の
迩
も
見
え
ざ
る
な
り
」
（
藤
岡
作
太
郎
）
と
一
疋
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
被
ら
が
先
人
と
目

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
茂
睡
に
就
い
て
も
云
え
る
と
思
う
。

茂
睡
の
散
文
に
於
け
る
文
体
の
不
統
一
、
密
度
の
濃
淡
の
差
は
、
茂
陸
が
文
筆
に
己
を
賭
け
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
証
左
で
あ
ろ
う
。
ま
た
芽
作
題
目
の
間

口
の
広
さ
も
、
彼
の
文
章
に
遂
に
焦
点
の
定
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
貫
し
て
追
求
し
た
も
の
を
強
い
て
求
め
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
を
受
け
入
れ

な
い
、
世
の
中
へ
の
不
満
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

だ
か
ら
、
二
誌
ヲ
得
タ
ラ
マ
シ
カ
バ
、
十
京
の
剣
身
－
一
ト
リ
帯
パ
シ
、

八
丈
ノ
充
手
－
一
ギ
リ
持
チ
テ
、ア
ハ
レ
世
－
一
勝
レ
タ
ル
功
ヲ
モ
立
ナ
マ
シ
モ
ノ
ヲ
、



（
略
）
、
歌
ヨ
ム
学
ピ
ニ
ト
リ
テ
ハ
、
陳
渉
ノ
名
モ
テ
人
モ
ユ
ル
セ
ル
ハ
、

タ
ケ
キ
家
ノ
名
残
党
エ
テ
、

政
友
）
と
い
う

マ
タ
セ
メ
テ
ノ
事
ナ
リ
カ
シ
」
〈
菅

こ
と
に
も
な
る
の
だ
。

併
し
、
将
来
「
庄
九
郎
物
語
」
等
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
茂
睡
の
全
貌
も
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。
西
鶴
、
近
松
を
向
う
に
廻
し
て
、
江
戸
文
学
の
草
蒙
の
中

で
、
或
は
気
を
吐
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
京
山
種
彦
等
が
茂
睡
を
江
戸
文
学
の
祖
（
江
戸
小
説
家
の
先
縦
〉
と
し
て
推
奨
し
た
の
も
」
（
佐
々
木
信
網
〉
そ

の
理
由
が
分
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
茂
睡
に
は
武
士
と
し
て
の
根
性
は
余
っ
て
も
、
や
は
り
、
西
鶴
・
近
松
ほ
ど
に
は
散
文
へ
の
意
識
が
な
い
。
「
紫
の
一
本
」
に
軟
文
調
の
片
鱗
の
伺

へ
る
個
所
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
茂
睡
は
作
者
に
は
な
り
き
れ
な
か
っ
た
、
と
思
う
。

九

「
五
色
御
舎
利
伝
記
」
は
、
「
近
世
名
家
書
画
談
」
に
茂
睡
の
著
作
と
あ
っ
て
、
成
立
年
代
は
分
ら
な
い
が
、
そ
の
内
容
を
「
書
面
談
」
に
よ
っ
て
求
め
る

と
、
「
そ
の
文
に
云
五
色
の
御
舎
利
は
、
駿
河
今
川
家
相
伝
な
り
、
今
川
義
元
の
御
母
儀
駿
河
推
野
の
寺
を
信
仰
に
て
今
世
後
世
の
為
と
て
此
の
御
舎
利
を
推

野
に
納
め
ら
る
る
な
り
、
其
時
の
住
持
の
後
住
に
興
津
豊
後
守
と
い
ひ
し
人
の
甥
坊
主
な
る
な
り
、
興
浬
豊
後
守
は
原
上
野
介
が
聾
に
て
則
原
六
郎
が
妹
聾
な

り
、
わ
れ
ら
（
茂
睡
〉
の
母
清
芳
院
は
原
六
郎
が
孫
娘
な
り
、
わ
れ
ら
父
渡
辺
監
物
駿
河
城
御
城
代
被
仰
付
妻
子
共
に
府
中
城
に
あ
る
に
よ
り
右
の
縁
を
以
て

推
野
住
持
と
念
頃
な
り
此
住
持
年
寄
り
か
ど
が
は
な
と
い
ふ
所
へ
隠
居
し
跡
を
駿
河
安
西
の
す
い
光
寺
の
服
抑
制
峨
伸
一
が
住
持
に
ゆ
ず
る
月
日
経
て
隠
居
老
命

あ
や
う
き
を
聞
き
、
清
芳
院
病
悩
を
と
ぶ
ら
ふ
一
再
々
下
略
」
で
未
だ
全
体
は
分
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
舎
利
感
応
の
記
録
で
は
あ
る
ま
い
か
。

日
本
書
記
の
第
二
十
、
敏
達
天
皇
十
三
年
の
条
に
司
馬
達
等
が
仏
舎
利
を
蘇
我
馬
子
に
献
じ
、
そ
の
舎
利
の
不
思
議
を
見
て
、
馬
子
が
仏
法
を
初
め
る
こ
と

が
出
て
い
る
。
（
望
月
信
享
）
誠
に
原
始
的
な
入
信
に
導
く
方
法
と
一
五
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
茂
睡
の
「
五
色
御
舎
利
伝
記
」
も
今
川
家
伝
来
の
仏
舎
利
に
纏

る
、
種
々
の
霊
験
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

茂
睡
の
仏
教
観
に
は
一t

梨
本
書
」
な
ど
に
よ
っ
て
疑
問
の
余
地
も
あ
る
が
、
世
を
捨
て
る
に
は
、
や
は
り
入
道
と
い
う
形
を
と
り
、
そ
の
草
庵
の
有
様
も
例

え
ば
、
「
東
の
方
に
わ
ら
び
の
ほ
ど
ろ
を
敷
、
其
上
に
木
綿
の
古
き
ふ
す
ま
を
敷
て
、
夜
の
ふ
し
ど
に
か
ま
へ
、
北
の
方
に
小
き
窓
を
明
て
、
愛
に
ふ
づ
く
ゑ

- 64 ー



に
法
華
経
を
載
せ
た
り
、
西
の
方
に
す
び
つ
を
か
ま
へ
て
、
朝
三
暮
四
の
た
す
け
の
よ
す
が
と
な
す
」
（
紫
の
一
本
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

三
河
の
長
興
寺
に
、
初
祖
宗
光
、
子
憲
光
の
二
代
に
亘
っ
て
版
木
を
起
し
た
、
法
華
経
が
残
っ
て
を
り
、
ま
た
憲
光
が
宗
光
の
菩
提
の
為
に
建
て
た
、
豊
橋

の
全
久
院
に
は
、
正
法
眼
蔵
第
二
十
九
、
山
水
経
の
永
平
道
一
万
の
自
筆
本
が
ミ
蔵
せ
ら
れ
で
あ
る
。
彼
ら
が
厚
く
仏
法
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
そ
の
一

族
で
、
僧
と
な
っ
た
人
も
何
人
か
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
茂
睡
の
祖
父
忠
勝
に
は
叔
父
に
当
る
人
（
大
平
寺
伝
〉
に
、
雪
嬰
紹
立
が
あ
っ
た
。

「
姓
は
戸
田
氏
、
資
性
頴
敏
に
し
て
殊
に
詩
才
に
官
む
、
老
津
太
平
寺
に
住
し
天
正
十
八
年
、
戸
田
忠
次
の
伊
豆
下
回
に
移
卦
せ
ら
る
る
と
共
に
下
回
に
移

り
、
此
所
に
一
宇
を
草
創
し
て
泰
平
寺
と
称
し
、
こ
れ
が
開
山
と
な
り
、
文
禄
二
年
四
月
廿
四
日
下
回
に
於
て
遷
化
せ
ら
れ
た
」
（
渥
美
郡
史
）

老
津
太
平
寺
に
、
表
紙
に
「
禁
出
門
」
と
書
か
れ
た
、
自
筆
本
「
雪
嬰
詩
集
」
一
巻
が
あ
る
。
之
に
は
、
友
社
の
人
々
を
語
っ
て
張
行
し
た
詩
会
記
録
の
部

分
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
郡
史
は
幾
篇
か
を
掲
載
し
て
い
る
が
。
そ
れ
ら
は
全
部
、
題
材
を
仏
教
に
求
め
た
偏
頗
で
あ
っ
て
、
純
粋
の
詩
と
は
云
え

丹
、
、

0

4ね
し只

、
こ
の
詩
集
の
奥
書
に
よ
る
と
、
最
後
の
詩
は
天
文
廿
四
年
の
作
（
郡
史
）
と
い
ふ
こ
と
が
分
る
。
之
は
田
原
城
没
落
に
遅
れ
る
こ
と
八
年
で
あ
る
。
太

平
寺
に
こ
の
詩
集
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
天
文
廿
四
年
に
雪
受
は
太
平
寺
に
住
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
下
回
一
本
平
寺
に
、
雪
嬰
を
太
平
寺
二
世
と
記
し

て
い
る
。
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「
仏
家
人
名
辞
典
」
は
、
「
延
宝
伝
灯
録
」
に
よ
っ
て
、
雪
受
紹
立
を
録
し
て
い
る
が
、
生
没
年
は
不
詳
と
し
て
い
る
。
天
文
十
六
年
と
い
う
年
に
、
彼
は

既
に
太
平
寺
に
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
或
は
未
だ
妙
心
寺
で
師
の
東
庵
宗
殿
の
膝
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
一
二
河
物
語
」
は
天
文
十
六
年
、
戸
田
氏
が

竹
千
代
を
織
田
方
に
引
渡
し
た
。
そ
の
後
を
記
し
て
、
今
川
義
一
泊
が
「
此
上
ハ
広
忠
ヲ
見
次
冊
、
家
勢
可
有
ト
テ
林
西
寺
之
説
斎
チ
ヤ
ウ
ロ
ウ
ニ
、
各
々
ヲ
仰

付
市
」
と
書
い
て
い
る
。

「
林
西
寺
之
説
斎
チ
ヤ
ウ
ロ
ウ
」
と
い
う
の
は
、
「
臨
済
寺
の
雪
斎
長
老
」
と
い
う
こ
と
だ
。
彼
は
法
名
を
太
原
崇
字
と
い
っ
て
、
世
俗
で
は
今
川
義
一
克
の

叔
父
に
当
り
、
「
義
一
万
の
薫
陶
に
力
を
致
し
或
は
義
一
万
の
為
に
大
義
を
説
い
た
」
ハ
妙
心
寺
六
百
年
史
）
死
ん
で
、
宝
珠
護
同
禅
師
と
誌
を
勅
さ
れ
た
。
併
し
、

ま
た
今
川
氏
の
幡
憶
に
あ
っ
て
軍
略
を
司
っ
て
も
い
た
の
だ
。

弘
治
一
見
年
、
雪
斎
が
入
寂
し
て
か
ら
、
五
年
経
つ
と
義
一
万
は
桶
狭
間
に
敗
死
し
て
し
ま
う
。
智
謀
に
た
け
た
僧
が
、
軍
一
同
を
持
っ
た
こ
と
は
、
戦
闘
の
世
に



ま
ま
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
こ
の
太
原
崇
宇
は
、
雪
受
の
師
東
庵
宗
散
と
は
、
同
じ
大
休
宗
休
の
円
で
あ
っ
た
。

大
休
は
、
円
満
本
光
国
師
の
徽
号
を
与
え
ら
れ
、
「
至
尊
の
御
帰
依
を
恭
う
し
」
〈
妙
心
寺
史
）
た
高
僧
で
あ
っ
た
。
雪
斎
は
初
め
建
仁
寺
の
僧
で
あ
ヮ
た
の

が
、
大
休
の
道
風
を
慕
っ
て
そ
の
法
嗣
と
な
っ
た
。
妙
心
寺
は
五
山
に
入
ら
な
い
か
ら
、
大
休
は
所
謂
林
下
の
僧
で
あ
っ
た
が
、
五
山
涜
の
文
筆
を
行
っ
て
い

た
。
併
し
、
雪
斎
は
、
初
め
五
山
の
一
つ
建
仁
寺
に
あ
っ
て
、
そ
の
学
系
は
、
常
庵
竜
崇
の
教
え
を
受
け
た
こ
と
で
、
五
山
文
学
の
本
涜
で
あ
る
絶
海
中
津
の

師
竜
山
徳
見
に
連
っ
て
い
る
。
（
玉
村
竹
二
）

こ
の
雪
斎
、
大
原
崇
字
が
、
今
川
氏
の
軍
師
と
し
て
、
田
原
の
城
を
落
し
、
・
太
平
寺
に
寺
領
の
目
録
を
出
し
て
い
る
。
（
太
平
寺
文
書
〉
こ
の
事
以
後
、
同

寺
は
、
妙
心
寺
末
に
変
っ
た
、
と
郡
史
は
云
う
が
果
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
雪
嬰
紹
立
は
、
即
ち
山
人
原
の
法
姪
に
当
る

0

・
太
原
の
文
書
の
日
付
は
天
文
十
八

年
七
月
七
日
で
、
雪
嬰
詩
集
の
奥
書
の
日
付
と
の
差
は
六
年
に
縮
ま
る
。
雪
嬰
は
山
人
原
の
手
に
依
っ
て
自
分
と
同
宗
に
な
っ
た
、
敗
戦
し
た
生
家
の
旧
地
の
寺

へ
帰
っ
て
き
た
の
で
あ
ら
う
か
。

そ
の
後
、
雪
嬰
は
、
天
正
十
八
年
迄
四
十
年
こ
の
太
平
寺
に
住
ん
で
（
妙
心
寺
の
住
と
な
っ
て
ゐ
た
こ
と
も
あ
る
。
郡
史
）
、
生
家
と
共
に
下
回
へ
移
り
、

三
年
に
し
て
入
寂
し
た
の
で
あ
る
。
雪
受
を
開
山
と
す
る
寺
院
は
、
尚
、
宇
都
宮
に
英
厳
寺
が
あ
っ
た
が
明
治
維
新
後
廃
寺
と
な
っ
た
。

老
津
太
平
寺
も
、
そ
の
法
系
は
、
大
原
崇
字
の
法
嗣
が
之
を
襲
い
で
き
た
。
如
何
に
僧
籍
に
あ
る
と
は
云
え
、
雪
斎
、
雪
受
の
関
係
に
は
微
妙
な
も
の
が
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
、
或
は
雪
斎
も
、
「
高
懸
－
一
業
鏡
一
満
六
十
年
任
レ
手
槌
砕
平
生
産
然
」
と
遺
偏
し
た
禅
僧
だ
か
ら
、
世
俗
で
は
敵
味
方
で
あ

っ
て
も
、
井
戸
端
で
共
に
詩
文
を
語
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
と
思
う
。
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